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◎国東市社協の情報はホームページにも掲載しています。
http://www.kunisaki-wel.or.jp/kunisaki-wfc/

【写真】　上国崎地区社会福祉協議会地域交流事業 「あらたに百均食堂」 開催！！

８月２６日（日）、食を通じて地域住民同士の親睦を深めることを目的に開催されました。

※「あらたに」は上国崎地区を指す名称として使われています。



　多くの地域住民に参加してもらえる交流を考え

る中で、今回の開催が決定しました。運営のため、

実行委員会を立ち上げ、計画が推進されました。

　値段については気軽に参加してもらいたいとの

思いで、全て一品１００円均一で提供されること

になりました。また、使用する食器は地域の方や

飲食店の方より寄付をいただきました。

　当日は１１時３０分より開催され、約１８０名

の方が参加しました。

　上国崎地区社協にとって初めての取組みでした

が、多くの方の好評をいただきました。
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　当行事は８月２６日（日）、あらたにふれあい館（旧上国崎幼稚園）に

おいて、上国崎地区社会福祉協議会（以下「上国崎地区社協」という。）

地域交流事業として開催され、行事運営等すべて地域住民の手で行われました。
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動 き は じ め た 地 区 社 協
　住民一人ひとりが社会福祉に参加して、地域の中で助けあいを育むため、地域住民主体で組織さ

れた「地区社会福祉協議会（以下「地区社協」という。）」。平成２４年度より上国崎地区、南安岐

地区で本格的に活動を開始しました。

　今後の取組み、抱負等について、各地区社協の会長さんにお伺いしました。

「あらたに」で育む地域の『絆』
上国崎地区社会福祉協議会　　猪上 正徳 会長

　上国崎地区社会福祉協議会（以下「上国崎地区社協」という。）

は地域の生活課題・福祉課題の解決に向けて、従来の行政区の枠

を超えて協力しあうことを目的に設立されました。

　さて、地域の中には「野菜づくりの上手な方」、「大工仕事が上

手な方」等一人ひとりが様々な知識（知恵）を持っています。地

域づくりにおいて全ての住民の力を一つに結束することが必要と

なります。今回、上国崎地区社協が設立されたことで、これらの

知識・人材が一つにまとまり、課題解決につながることを期待し

ています。

　８月２６日には上国崎地区社協挙げての取組みとして、住民同士の交流を図ることを目的に「あらた

に百均食堂」を盛会のうちに終了しました。地区社協活動は始まったばかりですが、地域福祉活動を進

める上で地区社協の活動拠点である「あらたにふれあい館」が住民の「集いの場」となることを願い、

住民とともに尚一層の活動を推進して参りたいと思います。

■「あらたにふれあい館」の看板が
　設置されました。（旧上国崎幼稚園）

「地区社協推進は焦ることなくコツコツと」
南安岐地区社会福祉協議会　髙橋　正之 会長

　平成 23 年度に国東市地域福祉活動計画により、地区社会福祉協議会モデル地区に指定され、南安岐

地区社会福祉協議会（以下「南安岐地区社協」という。）設立に至りました。私たちにとって初めての

取組みのため、手探り状態の船出となっています。

　地区社協活動を推進するに当たり、一番の課題は活動方針の作成です。まず、地域住民のニーズを把

握しなければなりません。また、市社協が実施する福祉事業・行

政の実施する福祉事業がありますので、各関係機関との調整も必

要となります。南安岐地区社協としましては、まず住民にアンケー

トを実施し、その調査結果に基づいて活動計画を作成します。地

域福祉向上のため、市社協・行政関係機関にご協力いただきながら、

事業展開を進めていきます。南安岐地区社協は産声を上げたばか

りですので、まずは焦ることなく、コツコツと、身近な問題から

地道に取り組んでゆきたいと考えます。 ■南安岐地区社会福祉協議会設立理事会
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九州北部豪雨
 被災地支援

≪参加者数≫

中津市便　15名

竹田市便　16名

２便合計　31名

「ボランティアの方から寄せられたメッセージ」（竹田市）

今回の災害では多くのボランティアの方が支援に訪れました。

◆被害の跡が残る竹田市の様子
（被災当時）

◆災害ボランティアセンター ◆くにさき発ボランティアバス

　■平成２４年７月に発生した九州北部豪雨は大分県をはじめ九州各地

に甚大な被害をもたらしました。県内では中津市、竹田市、日田市を中

心に浸水、土砂崩れなどの災害が発生しました。

　国東市社協では被災地の一日も早い復興を願って、ボランティアバス

を運行しました。

　■今回のバスは中津市（７月２０日

運行）、竹田市（７月２４日運行）へ

の２便が計画され、ボランティアの方

については主に国東市内にお住まいの

１８歳以上の方を募集しました。

　■今回の支援に対し、迅速に対応し

たいとの考えから募集をはじめてから

最初の運行日までわずか２日間しかあ

りませんでしたが、多くの問い合わせ

をいただき、２回の運行で３１名の方

の参加をいただくことができました。

ボランティアの方は主に被災住宅等の

片づけを行いました。

　参加された皆様、大変お疲れ様でし

た。
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　毎年恒例の「夏のボランティア体験月間」。今年度は市内計２６の福祉

施設にご協力をいただき、開催しました。参加者は高校生を中心とした

５０名が参加し、それぞれ希望する福祉施設でボランティア体験を行い

ました。この事業はボランティア体験だけでなく、福祉の仕事を体験で

きる利点があります。

■自分たちの住んでいる地域のふれあい「絆」づくりの

一助になることを期待して始まった「黄色い旗運動」。

　平成２０年度に武蔵町吉広地区から始まり、昨年度は

実施地区が１０地区を超えました。そして平成２４年度

に入り、新たに１地区５班で活動を開始しました。

■黄色い旗運動の取組みは「くにさき社協だより」でもご紹介してきましたが、昨年ＡＣジャパンのＣＭ

で紹介されたのをきっかけに問い合わせが増え、視察のため、県内外から多くの方が国東市へ訪れました。

■「黄色い旗運動」についての詳細は、国東市社協本所・各支所までご連絡ください。（連絡先８Ｐ参照）

【鬼籠】
【西中】

【成仏】

【下成仏】

【見地】

【上治郎丸】

【諸田】

【吉広】

【下山口】

【藤本】

【綱井区平尾】

平成２４年度から新たに活動を開始した地区を紹介いたします。

～取組みの輪が広がっています～地域を見守る黄色い旗

「黄色い旗運動実施地区」
○現在市内１１地区及び６班で活動しています。

上立区
［平成24年８月開始］

上立区では区内立野地区

と城川地区で取組みを始

めました。（写真は城川地

区の皆さん）

綱井区
大台班・仲畑班・秋吉班・

森班・下綱井班

［平成24年7月開始］

綱井区平尾班では平成24

年３月に開始しています。

　夏  の　
ボランティア
体 験 月 間

【参加施設一覧】　* 順不同・敬称略

●伊美放課後児童クラブ　　●くにさきの郷　●松寿園

●メディケア亀寿苑　●くにさきケアセンターなのみ

●国東こども園　●秀渓園（日中一時支援サービス）

●国東放課後児童クラブ　●むさし苑　●むさしこども園

●鈴鳴荘　●ウェルハウスしらさぎ　●安岐保育所

●安岐中央保育園　●安岐児童クラブ

※参加者がいなかった施設は記載していません。
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　10 月１日（月）～ 12 月 31 日（月）の期間、全国一斉に赤い羽根

共同募金運動が行われます。国東市内では例年通り区長文書（回覧板）

での依頼を始め、公共機関等に募金箱を設置致します。皆様の変わらぬ

ご理解とご協力をお願い申し上げます。

　お寄せいただいた募金は、下記のとおり国東市がよりよいまちになる

ための様々な事業に使用されます。

赤い羽根共同募金運動
じぶんの町を良くするしくみ

平成24年度

今年も皆様のご協力をお願いします !!

　※毎年皆様からいただきました募金は、一度大分県共同募金会へ全額

送金致します。その後、募金翌年度に大分県共同募金会より地域福祉活

動事業配分金として送金され、国東市の地域福祉活動に活用されます。

７　―――　第28号　くにさき　社協だより

◆平成２３年度赤い羽根共同募金による地域福祉活動配分金として

　2,412,000 円が県より送金され、下記事業に使用されています。
平成２４年度地域福祉活動一覧
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困ったときの相談窓口です。
寄せられたご相談の内容・個人情報は堅くお守りします。社会福祉法人 国東市社会福祉協議会発行

秋になり、行事の多い季節になりました。国東市社協もふれあいスポーツ大会等を
開催いたします。皆様のご参加をお待ちしています。（G）編集者より

本　　所 〒873-0412　国東市武蔵町古市1086番地１
（武蔵保健福祉センター内）

TEL 0978-68-1976   FAX 0978-68-1677
URL http://www.kunisaki-wel.or.jp/kunisaki-wfc/
Mail head.office@kunisaki-wel.or.jp

国東支所 〒 873-0644　国東市国東町浜崎 2757 番地５
（国東福祉センター内）

TEL 0978-74-1151   FAX 0978-74-0477

国見支所 〒 872-1401　国東市国見町伊美 2225 番地１
（国見保健福祉センター内）

TEL 0978-82-1107   FAX 0978-82-1285

〒 873-0222　国東市安岐町下山口 38 番地１
（安岐老人憩の家内）

TEL 0978-67-1283   FAX 0978-67-1398

安岐支所
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受付分

　
国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
次
の
方
々

か
ら
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
、

心
温
ま
る
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
故
人
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し
寄
付

【
市
内
】

【
市
外
】

国

見

町

武

蔵

町

国

東

町

安

岐

町

久
　
末
　
友
　
子

猪
　
俣
　
太
　
志

松
　
本
　
敏
　
弘

藤
　
川
　
啓
　
治

坂
　
本
　
恕
　
一

本
　
田
　
哲
　
之

清
　
末
　
敏
　
彦

久
保
田
　
　
　
正

松
　
木
　
シ
ズ
子

西
　
川
　
君
　
義

立
　
麻
　
哲
　
夫

鹿
　
島
　
　
　
茂

様様様様様様様様様様様様
（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

ヨ
シ
コ

弘
子

和
子

文
子

京
子

タ
ツ
ヱ

ヤ
ス
ヱ

ハ
ル
子

義
孝

ヨ
リ

文
夫

シ
ゲ
子

永
　
松
　
弘
　
子

永
　
松
　
憲
　
治

種
　
田
　
修
　
司

様様様
（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

喜
好

セ
ツ

政
男

浮
　
田
　
俊
　
一

植
　
野
　
敬
　
一

大
　
倉
　
正
　
憲

様様様
（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

泰
喜

達
男

ヱ
ミ

大
分
市

大
分
市

大
分
市

河
　
野
　
　
　
泉

栗
　
林
　
弘
　
二

石
　
川
　
数
　
行

三
　
又
　
直
　
人

松
　
岡
　
幸
　
代

岡
　
野
　
正
　
明

亀
　
井
　
ア
サ
子

松
　
本
　
正
　
明

重
　
末
　
洋
　
治

田
　
邉
　
芳
　
枝

田
　
中
　
芳
　
枝

松
　
本
　
好
　
文

松
　
崎
　
美
恵
子

皆
　
元
　
英
　
雄

坂
　
本
　
悦
　
子

友
　
枝
　
登
美
夫

阿
　
部
　
陽
　
子

村
　
田
　
友
　
教

溝
　
口
　
俊
　
郎

辻
　
　
　
節
　
子

林
　
　
　
文
　
信

滝
　
口
　
ナ
ツ
子

様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様
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故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

（
故
　
　
　
　
様
）

征
次

浪
子

信
子

正
子

岡
部
幸
寿

誠忠
重

シ
ノ

照
子

則
夫

稗
田
孝
子

ト
ヨ
コ

淳
三

ヨ
シ
子

サ
ツ
キ

ケ
サ
ノ

山
下
信
一

休八
郎

秀
敏

武
信

太

　
《
お
詫
び
》

前
（
二
十
七
）
号
に
お
い
て
間
違
い
が
あ
り
ま
し

た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

○
七
ペ
ー
ジ
「
善
意
の
お
礼
」
安
岐
町
欄

　【
誤
】
石
丸
ジ
ゲ
ノ
様
→【
正
】
石
丸
シ
ゲ
ノ
様

○
八
ペ
ー
ジ
「
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
募
集
」

　【
誤
】
準
看
護
師
→【
正
】
准
看
護
師


